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ﾌ
時
圃
を
正
し
く

　
守
り
ま
し
ょ
う

一、

�
､
の
物
を
た
い
せ
つ

　
に
し
ま
し
よ
・
フ

一、

ｳ
養
を
高
め
ひ
ろ
く
人

　
村
を
育
て
ま
し
．
σ
う

一、

ﾏ
極
進
取
の
意
気
を
も

　
つ
て
働
き
ま
し
．
φ
う

鴻蹴四壁

…
…
…
…
と
じ
て
保
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し
ま
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う
…
…
…
・
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醸親子で出漁

　
船
だ
ま
り
に
は
百
隻
を
こ
え
る
漁
船

が
係
留
さ
れ
て
い
る
　
　
・
こ
こ
は
細
島

商
業
港
。
細
島
高
々
谷
の
朝
倉
茂
春
さ

ん
（
2
8
歳
）
所
有
の
豊
栄
丸
（
四
・
七

㌧
）
も
そ
の
う
ち
の
一
隻
だ
。

　
昭
和
五
十
三
年
十
一
月
に
行
わ
れ
た

〃
漁
業
セ
ン
サ
ス
〃
に
よ
る
と
、
日
向

市
の
漁
業
経
営
戸
数
は
生
産
組
合
四
、

個
人
二
百
三
十
三
戸
の
計
二
百
三
十
七

戸
。
五
年
前
の
総
戸
数
は
二
百
五
十
五

戸
と
、
漁
業
の
世
界
で
も
後
継
者
の
問

題
に
悩
み
が
あ
る
よ
う
だ
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
朝
倉
さ
ん
は
延
岡

の
高
校
を
卒
業
し
た
あ
と
会
社
に
勤
め

（齢

抑

．
，

そ
の
後
、
高
知
県
の
室
戸
で
〃
船
子
〃

と
し
て
働
き
、
豊
栄
丸
に
乗
る
よ
う
に

な
っ
た
．
　
こ
れ
か
ら
将
来
に
向
っ
て

意
欲
を
燃
や
そ
う
と
い
う
若
者
だ
。

　
細
島
港
か
ら
遠
い
と
こ
ろ
で
、
北
は

四
国
沖
、
南
は
種
子
島
近
く
ま
で
、
は

え
な
わ
に
出
漁
す
る
・
．
．
長
い
と
き
は

一
か
月
も
海
上
で
の
生
活
に
な
る
。

そ
ん
な
朝
倉
さ
ん
に
、
母
・
ト
ヨ
子
き

ん
（
5
9
歳
）
と
い
う
〃
助
っ
入
〃
が
い

る
。
　
「
お
ふ
く
ろ
が
い
る
と
、
洗
た
く

や
食
事
が
助
か
り
ま
す
」
と
市
内
で
は

め
ず
ら
し
い
〃
女
の
漁
師
き
ん
〃
の
感

想
を
話
し
て
く
れ
た
。
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ぬ
ひ
　
τ
わ

　
春
先
の
気
候
は
、
本
当
に
気
ま
ぐ
れ

で
す
．
．
暖
か
い
日
が
あ
る
か
と
思
う
と

冬
の
よ
う
な
寒
さ
が
や
っ
て
き
た
り
し

ま
す
．
．
本
格
的
な
春
の
訪
れ
と
な
る
の

は
、
い
わ
ゆ
る
三
寒
四
温
が
何
回
か
繰

り
返
さ
れ
て
か
ら
、
．
こ
の
よ
う
な
気
候

不
順
の
た
め
、
春
先
に
体
調
が
お
か
し

く
な
る
と
い
う
人
が
多
く
い
ま
す
。
「
気

象
病
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
、
、
前
線

が
や
っ
て
く
る
一
日
前
ハ
こ
り
い
か
ら
、

古
傷
が
痛
ん
ゼ
リ
、
神
経
痛
、
ゼ
ン
ソ

ク
発
作
を
起
こ
し
た
り
し
ま
す
，
天
気

の
変
わ
り
目
に
柱
意
し
、
睡
眠
不
足
や

過
労
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
…
。

口人

（5月1日現在）

15人増

23人減

8人置

4減

男　27，243入

女29，938人

計57，181人

世帯数

　　　16、605

●
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つの目標に向かって5
て

歳入…自主財源の確保／歳出…質的充実を

54年度の重点施策から

　昭和54年の第1回日向市議会（定例会）は3月6日招集されました。

　この定例市議鐵）開会冒頭に、甲斐市長は「54年度の経済情勢は前年に増し

てきびしいものがあり、実質経済成長率も6・5％前後の低い水準が予想されて

いる。このような中で、当然、地方財政収支も相当額の財源不足が予想される

のて歳出面においては、一般行政経費の節減合理化と財源の重点的かっ高率的

な配分をはかり質的充実にっとめ、また歳入面においては、市税徴収の向上に

っとめるほか、使用料・手数料の適正化を推進し、自主財源の確保をはかうな

がら住民の要望する行政需要にこたえで・きたい一と、昭和54年度市政の基本

方釧と重点施策を発表しました。

　
今
日
の
諸
般
の
情
勢
を
ふ
ま
え
た
、

昭
和
五
十
四
年
農
に
お
け
る
行
財
政
運

営
の
基
本
的
な
考
え
と
し
て
は
、

γ
緑
と
太
陽
の
豊
か
な
環
境
と
都
市
基

　
盤
の
整
備
。

ノ
調
和
の
と
れ
た
産
業
の
振
興
．

多
あ
た
た
か
い
社
会
福
祉
の
充
実
．

拶
心
の
ふ
れ
合
い
と
人
づ
く
り

吻
市
民
の
健
康
て
安
全
な
都
市
つ
く
b

緑
と
太
陽
の
豊
か
な

環
境
と
都
市
基
盤
の
整
備

　
日
向
市
の
人
口
も
こ
と
し
の
一
月
目

五
万
七
千
百
十
八
人
と
な
り
、
十
年
前

の
四
万
六
千
六
百
九
十
九
人
に
対
し
て
・

二
十
二
・
三
響
の
伸
び
を
示
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
人
口
増
に
対
応
し
た
都
市
副

馬
事
業
、
道
路
整
備
事
業
な
と
、
豊
か

な
環
境
つ
ぐ
り
を
す
す
め
て
い
く
必
要

か
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い

て
は
、
こ
承
知
の
と
お
う
曽
根
土
地
区

画
整
理
事
業
か
九
年
の
歳
月
と
二
十
六

億
余
円
の
経
費
を
も
つ
て
本
年
度
終
了

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
引
き

つ
づ
き
亀
崎
、
比
良
両
区
域
の
区
画
整

理
事
業
を
本
年
度
か
ら
本
格
的
に
施

行
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　
亀
崎
地
区
は
面
積
六
十
七
・
九
診
、

総
事
業
費
約
四
十
二
億
二
千
万
円
、
ま

た
比
良
地
区
は
面
積
三
十
・
痴
言
で
総

事
業
費
二
十
二
億
円
を
必
要
と
す
る
も

の
諸
事
項
を
基
調
と
し
て
予
算
の
編
成

に
つ
と
め
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
昭
和
五
十
四
年
唆
の
予

算
総
額
は
、
一
般
会
計
一
八
十
一
億
、
一

百
万
円
。
特
別
会
訂
　
二
牙
三
億
七
千

五
百
乃
円
。
企
業
会
計
　
七
億
二
千
四

百
十
八
万
円
と
な
）
ま
し
た
、

　
”
下
、
基
本
的
な
施
策
の
概
要
に
つ

い
て
、
こ
説
明
い
た
し
ま
す

の
て
、
い
す
れ
も
長
期
訓
画
に
よ
る
日

向
市
と
し
て
は
大
き
な
事
業
て
す

　
ま
た
公
共
F
水
道
に
つ
い
て
は
第
五

玖
五
か
年
謝
画
に
よ
う
、
昭
和
パ
十
年

頃
に
は
一
部
供
用
開
始
か
で
き
る
よ
う

事
業
を
進
め
、
本
年
度
は
往
還
、
新
町

の
幹
線
工
事
を
実
施
す
る
ほ
か
、
同
時

に
都
市
下
水
路
事
業
に
つ
い
て
も
、
日

知
屋
幹
線
水
路
を
継
続
し
て
実
施
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
．

　
公
園
事
業
は
、
大
王
谷
お
よ
び
わ
倉

ヶ
浜
地
区
運
動
公
園
の
野
球
場
、
陸
上

競
技
場
の
整
備
の
ほ
か
駐
車
場
、
園
内

道
路
、
樹
木
の
植
栽
を
す
す
め
、
き
ら

に
児
童
公
園
に
つ
い
て
は
、
新
山
市
と

日
知
屋
背
の
上
地
区
に
新
設
い
た
し
ま

す
。　

そ
の
他
公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
年

次
計
画
に
も
と
づ
い
て
毎
年
積
極
的
に

取
う
組
み
、
五
」
－
三
年
唆
末
て
レ
三
団

地
八
百
八
十
二
戸
の
住
宅
を
建
設
す
る

こ
と
が
て
き
ま
し
た
。
本
年
度
は
塩
田

団
地
に
四
十
八
戸
、
分
散
住
宅
十
バ
戸

を
建
設
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
建
設

用
地
の
確
保
を
め
ざ
す
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

調
和
の
と
れ
た

産
業
の
振
興

　
当
市
は
、
昭
和
三
ナ
九
年
に
新
産
叉

都
市
の
指
定
を
受
け
て
以
来
十
五
年
を

経
過
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
誘
致

企
業
は
も
と
よ
り
地
場
産
業
の
振
興
を

車
回
な
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
か
、
昭
和
四
卜
八
年
の
石
油
危
機

以
来
わ
か
国
の
経
済
は
も
と
よ
う
農
丁

併
進
を
め
邸
、
」
す
市
の
産
業
構
造
は
数
次

に
わ
た
る
政
府
の
景
気
浮
揚
策
に
も
か

か
わ
ら
す
、
依
然
と
し
て
低
迷
を
続
け

と
く
に
繊
維
な
と
の
構
造
不
況
業
種
は

い
っ
そ
う
深
刻
な
状
況
の
も
と
に
お
か

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
申
て
、
当
市
も
昨
年
特

定
不
況
関
連
地
域
と
し
て
の
指
定
を
受

け
ま
し
た
の
て
、
こ
ん
こ
国
の
施
策
に

期
待
し
、
あ
わ
せ
て
市
と
し
て
も
商
τ

会
議
所
を
中
心
に
、
市
内
商
丁
業
団
伏

の
こ
協
力
を
得
て
不
況
対
策
推
進
協
議

会
を
結
成
し
、
申
小
企
業
の
振
興
、
冨

用
促
進
な
と
耗
台
的
な
対
策
を
た
て
て

い
く
こ
と
に
な
、
て
い
ま
す
．

　
ま
た
農
業
の
振
興
策
に
つ
い
て
は
、

最
近
の
社
会
的
、
経
折
的
な
諸
情
勢
の

変
化
の
も
と
て
、
農
業
を
と
う
ま
く
状

況
は
ま
こ
と
に
玉
、
、
び
し
い
も
の
か
あ
う

ま
す
。

　
新
農
業
時
代
に
②
、
」
わ
し
い
農
業
を

育
成
す
る
紬
合
的
な
整
備
討
画
を
た
て

こ
ん
こ
の
営
農
指
向
、
土
地
利
用
の
方

向
、
生
産
基
盤
の
整
備
、
機
械
の
有
効
利

■

O

ダ
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用
な
と
検
討
を
加
え
、
こ
れ
ま
て
と
わ

、
り
農
道
整
備
事
業
、
ほ
場
整
備
事
業
、

用
排
水
路
整
備
事
業
な
ど
関
係
住
民
の

こ
協
力
を
得
な
が
ら
推
進
し
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　
漁
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
沿
岸
漁
業

に
お
け
る
漁
業
資
源
の
保
護
と
開
発
育

成
か
急
務
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
第
二
次
沿
岸
漁
業
構
造
改
善
事

業
と
し
て
の
築
磯
事
業
の
ほ
か
、
漁
業

経
営
改
善
対
策
特
別
資
金
利
子
補
給
漁

業
近
代
化
資
金
利
子
補
給
、
漁
船
保
険

補
助
、
内
水
面
稚
魚
放
流
事
業
を
す
す

め
、
ま
た
各
漁
業
協
同
組
合
が
行
う
諸

共
同
施
設
に
対
し
て
も
応
分
の
助
成
を

行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

あ
た
た
か
い

社
会
福
祉
の
充
実

　
今
日
の
福
祉
施
策
は
、
こ
れ
ま
て
の

金
銭
的
給
付
中
心
の
福
矧
行
政
か
ら
、

精
神
面
の
豊
か
な
心
の
福
祖
へ
の
転
換

が
望
ま
れ
、
ま
た
、
見
直
し
の
時
機
て

あ
る
と
も
い
え
ま
す
．
．

　
将
来
の
高
齢
者
社
会
の
課
題
と
し
て

老
人
に
生
き
が
い
か
も
て
る
よ
う
な
施

策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
本
誌
曳

は
高
齢
者
の
労
力
の
需
要
、
供
給
の
調

査
を
行
い
社
会
参
加
、
能
力
盾
用
、
健

康
増
進
に
取
・
り
組
む
ほ
か
、
福
祉
施
設

の
協
力
を
得
て
、
在
宅
寝
た
き
つ
老
人

の
入
浴
サ
ー
ヒ
ス
事
業
も
実
施
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
身
体
障
害
者
、
精
神
瀞
弱
者
対

策
と
し
て
は
、
ま
ず
精
神
薄
弱
者
の
自

立
更
生
を
は
か
る
た
め
の
職
親
委
託
事

巣
、
ろ
う
あ
者
に
対
す
る
手
話
通
訳
者

派
遣
事
業
、
盲
人
の
た
め
の
ガ
イ
k
ヘ

ル
八
1
派
追
事
業
を
新
た
に
取
づ
入
れ

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
｝
・
㌔
ら
に
児
童
福
祉
対
策
と
し
て
は
、

保
育
所
も
本
年
度
か
ら
伊
勢
ゲ
浜
保
育

所
が
新
し
く
開
設
き
れ
、
公
私
立
十
六

也
芝
と
な
り
ま
す
の
て
、
こ
れ
乙
必
要

な
措
置
費
と
建
設
補
助
費
を
刮
ヒ
し
、

ま
た
母
子
福
祉
対
策
と
し
て
は
、
昨
年

頃
に
引
き
つ
づ
き
母
子
世
帯
医
療
費
助

成
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
、

‘
’
　
◎
’
，
　
●
、
、
●
　
㌦
く
：
（
ピ
・
・
～
」
・
・
コ
、
：
．
、
し
・
．
ζ
♂
．
・
。
！
ノ
．
。
・

心
の
ふ
れ
あ
い
と

人
つ
く
り

　
薩
長
は
ひ
と
♪
、
）
と
り
の
曹
か
な
人

間
性
を
つ
ち
か
い
、
激
動
す
る
社
会
に

創
ロ
と
生
き
が
い
を
も
っ
て
冠
敵
て
｝
・
－

る
よ
う
に
「
た
く
ま
し
い
か
ら
た
」
「
豊

か
な
心
」
「
す
く
れ
た
知
性
一
を
そ
な
え

た
、
心
身
と
も
に
調
和
の
と
れ
た
人
つ

く
り
を
め
ぎ
し
て
い
か
な
守
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
ま
ず
学
校
教
倉
に
つ
い
て
は
、
本
年

殴
か
ら
財
光
寺
南
小
学
校
が
開
校
に
な

う
、
こ
れ
で
小
学
校
の
マ
ン
モ
ス
、
フ

レ
ハ
ブ
校
舎
の
解
消
が
達
成
さ
れ
ま
す

が
、
さ
ら
に
日
知
屋
東
小
学
校
、
財
光

寺
南
小
学
校
の
屋
内
運
動
場
建
設
に
も

手
か
け
、
充
実
し
た
教
育
を
す
す
め
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
財
光
寺
南
小
学
校
の
フ
ー
ル
新

設
事
業
の
ほ
か
、
巨
万
中
学
校
の
施
設

整
備
、
充
実
に
も
財
源
の
許
す
か
ぎ
）

実
施
し
、
日
向
中
学
校
の
マ
ン
そ
ス
化

解
消
の
た
め
の
分
立
に
つ
い
て
も
、
本

年
唆
用
地
購
入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
給
食
に
つ
h
て
は
、
市
内
全
小

中
鼎
坐
十
七
校
の
｛
要
心
給
食
を
実
現
す

る
と
い
う
教
育
委
員
会
の
方
針
を
尊
重

し
、
本
年
慶
に
給
食
共
同
調
理
場
建
設

を
す
す
め
る
方
針
て
す
．
．

　
社
会
教
育
て
は
、
か
ね
て
か
ら
建
設

希
望
の
強
か
っ
た
中
央
公
民
館
を
、
五

十
五
年
並
完
成
め
ざ
し
て
本
年
度
か
ら

着
手
、
ま
た
自
治
公
民
館
振
興
、
文
化4月には開校、54年度中には体育館もできる財光寺南小

財
、
文
化
芸
能
、
各
種
民
主
団
体
の
育

成
、
図
菩
薩
な
と
の
充
実
も
岡
っ
て
h

く
こ
と
に
し
て
h
ま
す
。

　
保
健
体
育
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
健

康
増
進
と
親
ぼ
く
を
目
的
と
し
て
、
ひ

と
り
て
も
多
く
の
市
民
か
参
加
て
｝
、
・
る

行
事
を
計
画
し
、
ま
た
体
育
諸
団
体
の

組
織
強
化
や
指
導
者
ム
月
成
、
基
礎
指
導

を
も
す
す
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
お
倉
ケ
浜
、
大
王
谷
両
連
動
公
園

も
本
年
度
て
一
心
冗
成
し
ま
す
の
て
広

く
市
民
の
み
な
き
ん
に
利
用
し
て
い
た

た
き
ま
す
。
さ
ら
に
勤
労
者
な
こ
昼
闘

の
利
用
に
制
限
が
あ
る
か
た
の
た
め
に

夜
て
も
無
用
て
き
る
よ
う
、
本
年
度
お

倉
ケ
浜
陸
上
競
技
場
に
ナ
イ
タ
ー
施
設

を
設
置
し
ま
す
。

市
民
の
健
康
で

安
全
な
都
市
づ
く
り

　
緑
と
太
陽
に
恵
ま
れ
た
豊
か
な
環
境

の
中
て
、
市
民
の
す
へ
て
か
生
涯
を
通

し
て
、
明
る
く
健
康
な
生
盾
を
営
む
こ

と
は
、
ひ
と
う
ひ
と
，
）
の
願
い
で
も
あ

り
ま
す
。

　
ま
ず
保
健
衛
生
対
策
は
、
健
康
づ
く

り
各
種
検
診
事
業
の
ほ
か
、
栄
養
改
善

地
区
組
織
后
動
事
業
、
導
入
健
康
診
査

事
業
、
成
人
病
対
策
事
業
、
母
子
保
健

推
進
事
業
な
と
を
す
す
ヵ
て
い
き
ま

す
。　

環
境
衛
生
対
策
は
、
富
高
地
区
に
不

燃
物
処
理
場
の
建
設
に
着
手
す
る
こ
と

に
な
つ
、
用
地
買
収
、
道
路
用
地
の
造

双
な
と
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た

　
二
の
ほ
か
、
城
山
墓
地
公
園
を
年
久

的
に
己
妻
し
、
本
年
は
同
園
内
二
名
誉

市
民
の
墓
を
建
設
す
る
こ
と
に
し
て
、
「

ま
す
。

　
つ
y
・
・
に
消
防
行
政
に
つ
い
て
は
、
近

焦
、
部
市
化
か
す
す
．
、
」
中
’
、
、
総
合
的

な
消
防
力
の
増
強
と
消
防
施
設
の
整
備

か
要
求
き
れ
ま
す
が
、
現
在
の
消
防
庁

舎
も
都
市
環
境
の
変
化
な
乙
て
、
移
転

改
築
か
必
要
と
山
・
㌔
れ
て
お
り
、
用
地
購

入
、
建
設
に
つ
い
て
計
画
的
に
推
進
し

て
h
く
こ
と
に
し
て
h
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
公
害
防
止
対
策
に
つ
い
て

も
、
機
械
器
具
の
充
実
を
は
か
り
、
富

高
鉱
山
あ
と
の
鉱
害
防
止
事
業
に
つ
い

て
も
本
年
度
に
施
行
し
、
こ
れ
ら
を
未

然
に
防
止
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
．

　
ま
た
、
災
害
の
未
然
防
止
事
美
と
し

て
、
細
島
八
坂
、
櫛
の
山
地
区
の
急
傾

斜
地
崩
壊
防
止
事
業
に
取
り
組
む
こ
と

に
し
て
い
ま
す
．

　
二
の
よ
う
な
考
え
方
で
編
成
し
た
昭

和
五
十
四
年
唆
の
一
般
会
計
当
初
予
算

は
、
歳
入
歳
出
と
も
に
八
十
一
億
二
百

万
円
と
な
り
、
五
十
三
年
度
の
当
初
予

算
と
比
較
し
て
五
億
六
千
万
円
の
増
加

と
な
り
、
そ
の
伸
び
率
は
七
・
四
宝
に

な
う
ま
し
た
。

　
以
上
、
五
十
四
年
度
の
諸
施
策
に
つ

い
て
こ
紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
ん
こ
の

経
済
情
勢
の
推
移
に
対
応
し
な
が
ら
、

長
期
的
な
市
総
合
計
画
の
見
直
し
を
行

い
、
市
民
生
盾
の
基
盤
と
な
る
社
会
資

本
の
整
備
に
つ
と
め
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。



4広報日向昭和鈎年5月号

郷
土
を
つ
く
る
あ
な
た
の
一
票

政
見
は
よ
く
見
、
よ
く
聞
く

　
四
月
八
日
は
県
知
事
、
県
議
会
議
員
の
選
挙
、
ま
た
四
月
二
十
二
日
に
は
市
議
会

議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
，

　
こ
れ
ら
の
選
挙
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
密
着
し
た
県
政
、
市
政
を
ま
か
せ
る
人
を

選
ぶ
と
て
も
大
事
な
選
挙
で
す
。
有
権
者
一
、
）
と
り
ひ
と
り
が
、
立
会
演
説
会
や
選
挙

公
報
な
ど
を
通
じ
、
候
補
者
の
政
見
を
よ
く
見
、
よ
く
聞
き
、
よ
く
考
え
て
自
分
の

1
1
旧
じ
る
人
に
清
き
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
県
議
会
議
員
の
投
票
（
投
票
用
紙
は

7
工
投
票
の
方
法
は

　
投
票
ほ
、
い
ず
れ
も
自
書
式
投
票
で

す
、
県
知
事
、
県
議
会
議
員
選
挙
は
、

県
知
事
の
投
票
（
投
票
用
紙
は
白
地
に

黒
刷
り
）
を
先
に
済
ま
せ
、
そ
の
あ
と

4
月
2
2
日
に
は
新
市
議
が
誕
生

桃
色
地
に
黒
刷
り
）
を
行
い
ま
す
。
投

票
用
紙
を
間
違
え
る
と
無
効
に
な
り
ま

す
の
で
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
ま
し
ょ

う
、
、
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
用
紙
は

白
地
に
黒
刷
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
み
な
き
ん
の
投
票
所
は
、
別

投票所一覧表

表
の
と
お
り
で
す
．
、
最
近
、
住
所
を
移

っ
た
人
は
、
、
投
票
所
が
ち
が
う
場
合
が

あ
）
ま
す
．
選
管
で
確
か
め
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

ア記

�
鼬
狽
ﾌ
発
送

　
「
投
票
所
ご
あ
ん
な
い
（
入
場
券
）
」

は
、
三
月
中
旬
に
各
家
庭
に
郵
送
す
る

予
定
で
す
．
．

　
県
知
事
、
県
議
会
議
員
選
挙
と
市
議

会
議
員
選
挙
の
「
入
場
券
」
は
、
選
挙

の
期
日
が
接
近
し
て
い
る
た
め
一
枚
の

用
紙
（
は
が
き
）
に
印
刷
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
切
り
は
な
し
て
、
入
場
券
を

間
違
わ
な
い
よ
う
に
投
票
所
へ
お
持
ち

く
ゼ
き
い
。

　
も
し
、
入
場
券
が
届
か
な
か
っ
た
り

氏
名
な
ど
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

早
め
1
7
一
選
管
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ

　
ひ
　
　
　
　
　
　
へ
　
つ

ノ
＼
だ
曽
、
」

互
不
在
者
投
票
は
早
め
に

　
投
票
日
に
、
や
む
を
得
な
い
理
由

（
公
私
用
の
仕
事
や
旅
行
、
病
気
、
出

産
、
身
体
障
害
な
ど
）
で
投
票
で
き
な

い
人
は
、
投
票
日
の
前
日
ま
で
に
不
在

者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
県
知
事
は
三
月
十
四
日
か
ら
投
票
日

の
前
日
（
四
月
七
日
）
ま
で
、
県
議
会

議
員
は
三
月
二
十
七
日
か
ら
投
票
日
の

前
日
（
四
月
七
日
）
ま
で
、
市
議
会
議

員
は
四
月
十
二
日
か
ら
投
票
日
の
前
日

（
四
月
二
十
二
日
）
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
．
．

　
不
在
者
投
票
は
、
い
ず
れ
も
毎
日
午

前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
、

市
選
管
事
務
局
（
市
役
所
南
側
別
館
）

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
　
「
，
投
票

所
入
場
券
」
と
印
鑑
を
持
っ
て
お
こ
し

く
ゼ
き
い
．
一

∴
⊥
投
票
と
開
票

　
投
票
時
間
は
、
い
ず
れ
の
選
挙
も
午

前
…
七
時
か
・
り
午
後
六
時
士
弘
で
で
詣
9
．

一
秒
で
も
時
間
を
過
ぎ
る
と
、
絶
対
に

投
票
が
で
｝
、
－
ま
せ
ん
。
あ
わ
て
な
い
で

す
む
よ
う
早
め
に
投
票
し
ま
し
よ
う
。

　
ま
た
、
開
票
は
日
向
勤
労
青
少
年
肥

育
セ
ン
タ
ー
で
、
午
後
七
時
三
十
分
か

ら
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
’
，
て
い
ま
す
．

投　　票　　所 投　票　所　の　区　域

勤労青少年体育セ　　ン　　タ　　一 都町　上町　本町　中町　南町
�宦@東草場　西草場　春原町

下原町公民館 原町　鶴町　高砂町

江良・永江公民館 江良町　永江町　新生町　公園通

曽　根　公　民館 曽　根

堀一方公民館 堀一方

細　島　公　民館 清正　吉ノ川　地蔵庄手向八坂八幡

細　島　保育　所 伊勢　宮ノ上　高々谷

畑　浦　公　民館 畑浦　竹島町

亀崎　公　民館 亀崎東　亀崎中　亀崎南　向江町

梶木　公　民館 梶木船場町τ

庄　手　公　民館 庄手　大王谷　大王町

北町　公　民館 北町　花ケ丘　B向台　亀崎北

高見橋通り公民館 中原高見橋通り　広見．千束口

本　谷　公　民館 　　　　　　　」{谷

西川内公民館 　　　　　　　　　　　，ｼ川内

塩　見　集　会場 中村　新財市　鳥ノ巣

奥　野　公　民館 奥野　永田

五十猛神社社務所 山下　往還長江団地

比良町公民館 川路　比良、松原

霧島山公民館 切島山1　切島山2

秋　留　公　民館 秋留

美　砂　公　民館 美砂　曙

南日向公民館 本宮　笹野東笹野西笹野中　金ケ浜

鵜　毛公民館 鵜毛　　籾木

幸　脇　公　民館 幸臣　遼見

飯　谷　公　民　館 幽谷

余　瀬　公　民館 余瀬

美々津公民館 立縫　薪町　別府

駅通り公民館 石並　駅通り

高松公民館偏松　宮ノ下　落鹿
　　　　　　　1qL・原公民卿田源

●

■
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器
飼
料
工

場
起
工
式

第
一
期
工
事
に
着
手

　
昨
年
十
月
、
工
場
進
出
の
調
印
式
が

行
わ
れ
た
「
科
学
飼
料
研
究
所
（
全
農

系
）
の
飼
料
工
場
」
の
起
工
式
が
、
三

月
五
日
午
前
十
一
時
か
ら
、
細
島
臨
海

工
業
地
帯
第
三
区
の
建
設
用
地
で
あ
り

ま
し
た
。

　
起
工
式
に
は
、
科
学
飼
料
研
究
所
の

立
岩
社
長
、
全
農
九
州
支
店
の
代
表
、

県
経
済
連
、
県
商
工
労
働
部
次
長
や
県

門
．
．
．
．
－
承
前
・
5
・

　
秀
吉
の
政
策
を
受
け
継
い
ど
徳
川
家

｝
康
は
、
封
建
支
配
者
と
し
て
の
自
分
の

論
位
を
不
動
？
。
の
》
テ
Q
た
め
、
土

層
地
経
済
を
基
盤
と
す
る
封
建
社
会
の
し

一
く
み
を
着
々
と
つ
く
り
あ
げ
て
い
き
ま

一
し
た
。
具
体
的
に
は
、
武
士
に
は
武
士

置
と
し
て
の
職
業
に
専
念
さ
せ
る
た
め
、

屠
そ
の
任
務
、
格
式
に
応
じ
て
、
城
下
の

一
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
住
ま
わ
せ

8
そ
の
か
わ
り
に
知
行
（
土
地
・

一
給
米
）
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
．
．

，　
そ
の
結
果
、
武
士
は
身
分
・
居

｝
住
．
職
業
が
き
ち
ん
と
き
め
ら
れ
た
こ

　
と
に
な
り
ま
す
。

一
ま
た
、
・
霞
は
・
霜
に
住
ま
わ
せ
ら

…
れ
、
武
士
の
経
済
を
ま
か
な
う
た
め
に

皿
年
貢
米
確
保
の
仕
事
と
し
て
、
農
耕
に

…
専
念
さ
せ
ら
れ
、
土
地
に
し
ば
り
つ
け

一

8
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
農

…
民
は
そ
の
土
地
と
不
可
分
の
存
在
と
な

開
発
局
、
地
元
か
ら
日
向
市
長
、
助
役

な
ど
関
係
者
約
六
十
人
置
出
席
，
工
場

建
設
の
無
事
を
祈
願
し
て
、
神
事
な
ど

が
行
わ
れ
、
立
岩
社
長
ら
が
く
わ
入
れ

を
し
ま
し
た
．

　
科
学
飼
料
研
究
所
の
計
画
で
は
、
昨

年
十
二
月
に
着
工
予
定
で
し
た
が
、
諸

般
の
事
情
で
遅
れ
、
今
同
の
着
工
と
な

一、

ｽ
も
の
で
す
、
．

り
、
そ
の
上
に
従
来
、
自
然
発
生
的
に

つ
く
ら
れ
て
い
た
五
人
組
制
度
が
強
化

き
れ
、
年
貢
米
完
納
の
連
帯
と
責
任
が

き
び
し
く
加
え
ら
れ
、
不
審
者
の
相
互

監
視
や
徒
党
化
の
厳
禁
な
ど
が
、
た
く

み
に
は
か
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
，

　
商
工
業
者
に
つ
い
て
も
、
そ
の
そ
れ

ぞ
れ
を
城
下
町
の
あ
る
一
定
の
場
所
に

住
ま
わ
せ
、
武
士
や
そ
の
家
族
の
日
常

同
和
問
題
を
考
え
ま
し
ょ
う
⑳

　
　
　
　
…
差
別
を
な
く
す
た
め
に
・

生
活
に
必
要
な
物
資
の
生
産
や
流
通
を

第
一
に
し
て
武
士
階
級
に
奉
仕
き
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
1
㌔
、
士
農
工
商
の
職

業
と
居
住
と
居
住
地
が
、
そ
し
て
ま
た

職
業
と
身
分
の
結
び
つ
き
が
き
め
ら
れ

て
、
人
び
と
の
移
動
の
自
由
や
職
業
の

自
由
が
奪
わ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
れ

蘂
一
期
工
事
は
、
事
業
費
二
＋
二
億

円
を
か
け
、
牛
や
豚
の
人
工
乳
飼
料
工

場
を
建
設
し
、
こ
と
し
秋
ご
ろ
ま
で
に

工
場
棟
、
製
品
倉
庫
、
原
料
倉
庫
三
棟

あ
わ
せ
て
三
千
五
百
平
方
冒
．
「
を
設
け
、

昭
和
五
十
五
年
三
月
か
ら
操
業
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
年
間
生
産
量
は
路
用
四
千
㌧
、
商
用

八
干
㌧
あ
わ
せ
て
一
万
二
干
㌧
、
売
り

上
げ
二
十
億
円
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。　

人
工
乳
飼
料
工
場
が
始
動
後
、
第
二

期
工
事
と
し
て
、
飼
料
添
加
物
の
プ
レ

ミ
ッ
ク
ス
飼
料
工
場
の
建
設
に
着
手
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ら
の
わ
く
に
入
ら
な
か
っ
た
人
一
、
）
と
…

（
き
き
に
城
下
町
に
住
ま
わ
せ
れ
た
皮
｝

革
、
か
じ
ゃ
、
い
も
の
師
、
石
工
、
大
…

エ
な
ど
の
技
術
者
や
、
新
し
い
社
会
の
皿

吠
勢
に
乗
ず
る
磯
会
を
逃
し
て
脱
落
し
…

　
舳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

た
人
、
雑
芸
や
遊
芸
を
し
て
い
た
人
な
一

・
．
・
）
は
、
身
分
外
？
。
の
》
こ
’
、
放
置
…

き
れ
て
い
ま
し
た
が
、
の
ち
に
は
、
農
旧

地
に
し
ば
り
つ
け
・
り
れ
、
重
い
年
貢
・
二

　
　
　
押
し
つ
け
ら
れ
て
、
強
い
不
平
眉

　
　
　
不
満
を
持
っ
て
い
る
農
民
の
封
…

　
　
　
じ
込
め
手
段
と
し
て
、
士
農
工
…

　
　
　
商
の
下
の
身
分
に
位
置
づ
け
る
㎝

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
民
衆
相
…

互
に
対
立
と
分
裂
を
起
こ
さ
せ
、
優
越
㎝

感
と
違
和
感
を
助
成
し
て
・
た
く
み
ド
切

差
別
を
あ
お
り
タ
、
、
士
曲
至
商
の
■

分
制
度
を
不
動
の
3
。
の
と
し
徳
川
氏
の
…

権
力
を
固
定
す
る
た
め
に
、
最
下
級
の
｝

賎
民
身
分
が
、
政
治
の
力
に
よ
っ
て
つ
…

く
ら
れ
た
の
で
需
　
　
　
　
｝

十
五
億
円
を
か
け
て
工
場
棟
、
製
品
倉

庫
、
原
料
倉
庫
あ
わ
せ
て
三
棟
四
千
五

百
平
方
屑
の
施
設
を
つ
く
り
、
第
二
期

分
で
は
年
間
七
千
㌧
を
生
産
し
、
三
十

六
億
円
の
売
り
上
げ
が
見
込
ま
れ
’
、
い

ま
す
。

　
　
　
　
、
㌦
、
・
、
、
…
（
‘
．
．
㌧
で
〆
・
．
：
ノ
・
‘

高齢者人材活用事業

知識や技術をいかして

六
十
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、

知
識
や
技
術
な
ど
を
持
っ
て
い
る
人
を

募
集
、
こ
の
人
た
ち
に
対
し
て
、
あ
る

程
度
の
技
術
研
修
を
行
い
、
指
導
者
と

し
て
登
録
を
し
ま
す
。
そ
し
て
、
各
地

区
や
グ
ル
ー
プ
、
子
ど
も
会
な
ど
の
講

座
や
講
習
会
に
出
席
し
て
社
会
教
育
活

動
を
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
す

　
い
ま
、
十
九
人
の
か
た
が
こ
の
事
業

の
指
導
者
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
　
（
）
内
は
住
所
と
担
当
部
門

▽
太
田
平
太
郎
（
新
生
町
、
教
養
之
伝

承
文
化
）
▽
太
田
久
吉
（
向
江
町
、
園

芸
）
▽
歌
津
静
雄
（
本
町
、
伝
承
文
化
）

▽
松
木
正
美
（
広
見
、
華
道
と
民
話
）

▽
日
高
亮
蔵
（
清
正
、
一
般
教
養
）

　
み
な
さ
ん
は
「
，
高

齢
者
人
材
活
用
事

業
」
を
ご
存
じ
で
す

か
。　

こ
の
事
業
は
、
高

齢
者
の
か
た
の
生
き

が
い
を
高
め
る
た
め

に
、
高
齢
者
の
か
た

が
長
い
年
月
の
間
に

得
た
知
識
や
経
験
、

仕
双
能
捌
’
担
・
紘
仙
ム
本
教
云
月
ド
一

役
ゼ
た
せ
よ
う
と
い

う
も
の
で
、
市
内
の

　
　
　
　
す
ぐ
れ
た

　
　
商
品
は
、
全
農
を
通
じ
て
全
国
に
出

　
荷
き
れ
て
い
ま
す
が
、
日
向
工
場
の
操

　
業
が
始
ま
る
と
、
同
工
場
は
九
州
、
四

　
国
、
中
国
、
近
畿
と
中
部
地
方
の
一
部

　
’
ゼ
…
峡
低
和
M
圏
》
一
｝
し
’
、
か
か
矛
ん
ガ
O
▼
」
》
二
一
（
3

　
り
ま
す
．
、

㌧
．
，
、
．
㌧
｝
：
．
．
も
　
く
．
：
，
ζ
f
　
甲
「
’
・
φ
◎
・
㌦
6
、

　
、
山
下
奈
良
一
（
伊
勢
、
　
一
般
教
養
と

民
話
）
▽
杉
田
帝
（
往
還
、
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
）
▽
松
董
茄
新
士
口
（
笹
野
東
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
と
四
半
的
）
▽
松
葉
弥
一
（
本

宮
、
四
半
的
）
▽
高
橋
重
義
（
笹
野
東

四
半
的
）
▽
占
志
野
貞
吉
（
堀
一
方
、

伝
承
文
化
）
▽
柳
川
礼
一
（
塩
見
、
伝

承
文
化
）
▽
外
園
庄
次
郎
（
塩
見
、
伝

承
文
化
）
∵
成
合
和
次
郎
（
永
江
町
、

伝
承
文
化
）
▽
小
池
勝
（
清
正
、
園
芸
）

［
、
、
肩
高
汀
（
美
々
津
町
、
一
般
教
養
）

▽
黒
木
嘉
市
（
向
江
町
、
伝
承
文
化
）

▽
・
占
田
覚
（
原
町
、
伝
承
文
化
）
▽
江

藤
六
郎
　
（
東
草
場
、
果
樹
園
芸
）

　
以
圭
敬
称
を
略
し
ま
し
た
、
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⑱

主婦2人に感謝状

2月6日の午後、財光寺松原の赤木貢さんの住宅

　（木造2階建て）から煙が出ているのを発見、1

　　19番するとともに必死の消火作業をした主婦

　　　2人一一．黒木郁子さん（切島山二49歳）と

　　　赤木エミ子きん（松原一42歳）。3月7

　　　　日の消防記念日に、田中消防長から2人

　　　　　の主婦に対して感謝状と記念品が贈ら獣
　　　　　　れました。

歯
緑をとりもどそう

ま
ち

　　

@
の

　
　
　
雨

　
　
　
妻
O
B

益金の一部は寄付

富島中・日知屋小吹奏楽部の合同演奏会は3月4日

午後2時から日知短小体育館で行われました。富

島中と日知屋小は、53年壌県吹奏楽コンクー

ルでともに金賞を獲得していますが、その報

告と卒業する部員の送別会を兼ねて行われ

たものです。この日の入場料などの益金

糎聾濡禦欝儲へ／

ノ
　　　　　　　　3月5日の午前10時から、市内大

　　　　　　王谷にあるミ．福祉の森ミにスギ300

　　　　　本を、民生委員や社協の人、日向営林署

　　　　職員、市職員など約60人が植えました。

　　　　福祉の森は、大王谷小北側にあり、昨年の火

　　　事の後、民生委員協議会が二緑をとりもどそう

　　一」と緑化運動を続けている場所です。この日は、

　営林署から贈られた2年生スギをクワやコテを使っ

て植えました。

昭和54年3月号

4
月
9
日
か
ら
縦
覧

固
定
資
産
税
台
帳

魯
磁石と地図をたよりに

∫

●

磁石と地図をたよりに野山を駆けめ　　　　　＼

ぐるミ第1回体力づくり婦人オリエン

テーリング大会ミは先月末、富高小学校

周辺の野山で行われました。コースは全長

4・5㎞、7G人の婦人が参加。チェックポ

イントを探すのにあちこちする光景も見られま

したが，すばらしい判断力をいかして全員がゴー

ルイン、楽しいひとときを過ごしました。

論義
琴
磯・轡∴1

熱論
懇。鰹ゼ
　”　塑虻毒

　
市
税
務
課
は
、
昭
和
五
十
四
年
度

固
定
資
産
税
（
土
地
、
家
屋
、
償
却
資

産
）
の
課
税
台
帳
縦
覧
を
つ
ぎ
の
日
程

で
行
い
ま
す
．
．

▽
日
時
と
場
所

・
市
役
所
・
．
四
月
九
日
～
二
十
八
日
、

　
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時

・
細
島
、
岩
脇
、
美
々
津
の
各
支
所

　
四
月
九
日
～
十
一
日
、
午
前
九
時
か

　
ら
午
後
四
時

　
二
と
し
は
、
評
価
替
え
基
準
日
喰
に

あ
た
r
．
て
い
ま
す
の
で
、
縦
覧
期
間
が

約
一
か
月
ほ
ど
の
び
ま
し
た
が
、
こ
の

機
会
に
、
あ
な
た
の
固
定
資
産
税
が
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
、
ぜ
八
）
お
確

か
め
く
だ
き
い
。

手
話
講
習
生
を
募
集

　
日
向
ろ
う
あ
協
会
と
日
向
手
語
サ
ー

ウ
ル
は
、
五
十
四
年
慶
の
手
話
溝
習
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
，

▽
開
講
式
・
．
．
四
月
十
一
日
（
木
）

▽
講
習
日
時
　
毎
週
木
曜
日
、
午
後
六

　
　
　
　
　
も

　
時
三
十
分
か
ら
八
時
三
十
分

▽
講
習
会
場
　
市
役
所
委
員
会
室

▽
受
講
料
　
無
料
（
た
ゼ
し
、
テ
キ
ス

　
ト
代
二
百
円
が
必
要
）

▽
申
し
込
み
期
限
　
開
講
式
当
日
ま
で

　
受
講
ご
希
望
の
か
た
は
、
市
福
祈
事

格
所
ま
た
は
日
向
手
話
サ
ー
ク
ル
事
務

局
・
甲
斐
り
つ
子
き
ん
（
市
役
所
税
洛

課
内
）
へ
お
申
し
込
み
く
ゼ
き
い
。

●

●

昭和54年3月号広報日向7

　
　
リ
ー
ズ

シん
鍾
謝

さ
ん
、
薦
巳

ね

㈲

　
〔
問
〕

　
国
民
年
金
の
納
期
限
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
納
期
限

内
に
納
め
な
い
と
ど
の
よ
う
な
点
で
不

利
に
な
り
ま
す
か
。

　
〔
答
〕

　
日
向
市
で
は
、
国
民
年
金
の
納
期
を

四
期
に
分
け
．
て
い
ま
す
．
．

・
第
一
期
　
四
。
五
・
六
月
分

　
　
　
　
　
　
四
月
末
日
ま
で

・
第
二
期
　
七
・
八
・
九
月
分

　
　
　
　
　
　
七
月
末
日
ま
で

・
第
三
期
　
十
・
十
一
・
十
二
月
分

　
　
　
　
　
　
十
月
末
日
ま
で

・
第
四
期
　
翌
年
鏡
心
・
三
月
分

　
　
　
　
　
　
一
月
末
日
ま
で

　
こ
の
よ
う
に
、
三
か
月
ご
と
に
納
期

限
を
決
め
て
、
納
め
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
で
、
国
民
年
金
か
ら
支
給

さ
れ
る
年
金
に
は
老
齢
年
金
の
ほ
か
に

障
害
年
金
、
母
子
年
金
、
準
母
子
年
金
、

遣
児
年
金
、
寡
婦
年
金
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
う
ち
、
障
害
、
母
子
、
準
母

子
、
遺
児
年
金
に
つ
い
て
は
受
給
す
る

た
め
の
納
付
要
件
の
う
ち
、
最
も
簡
単

な
も
の
に
つ
ぎ
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
④
障
害
年
金
　
　
初
診
日
の
前
日
ま

で
に
、
最
近
一
年
聞
分
を
納
め
て
い
る

こ
と
。

　
＠
母
子
・
準
母
子
年
金
　
　
夫
の
死

亡
日
の
前
日
ま
で
に
、
妻
（
準
母
）
が

最
近
一
年
間
分
を
納
め
て
い
る
こ
と
。

　
《
）
遺
児
年
金
　
　
父
ま
た
は
母
の
死

亡
日
の
前
日
ま
で
に
、
最
近
一
年
間
分

を
納
め
て
い
る
こ
と
。

　
こ
の
よ
う
に
、
年
金
を
受
給
す
る
た

め
に
は
、
納
期
限
内
に
納
め
て
お
く
必

要
が
あ
る
わ
け
で
す
．
、
も
ち
ろ
ん
、
期

限
内
に
納
め
忘
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ

る
で
し
・
｝
う
が
、
そ
ん
な
と
き
で
も
、

で
き
る
だ
け
そ
の
納
期
の
最
終
月
ま
で

に
は
納
め
る
よ
う
に
し
て
く
ゼ
さ
い
．
、

　
国
民
年
金
係
で
は
、
納
め
忘
れ
な
ど

を
防
ぐ
た
め
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
④
前
納
　
　
一
年
分
を
四
月
中
に
前

納
す
る
と
、
年
五
・
五
響
の
利
率
に
よ

り
割
り
引
き
さ
れ
ま
す
．
．

　
②
納
付
組
合
　
　
婦
人
会
や
地
区
組

織
で
集
金
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
あ

な
た
も
近
く
の
納
付
組
合
に
加
入
し
て

く
だ
き
い
．
．
十
人
以
上
の
か
た
た
ち
で

納
付
組
合
を
つ
く
る
こ
と
も
で
き
ま

す
，
ま
た
、
こ
れ
ら
の
組
合
に
は
報
償

金
が
出
ま
す
．
．

　
③
口
座
振
替
　
　
銀
行
の
預
金
口
座

か
ら
振
替
納
付
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
通
帳
と
印
鑑
を
持
参
す
れ
ば
、
簡

単
に
手
続
き
が
で
き
ま
す
．
、

　
　
　
お
早
め
に
ど
う
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
い
ま
お
持
ち
の
五
十
三
年
度
納
付
一

書
で
は
、
四
月
を
過
ぎ
る
と
納
め
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

だ
さ
い
。

．

道路愛護デー

国体開催を機会に推進

体
開
棺
を
機
会
に
、

ら
に
推
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

第
三
日
曜
日
の
〃
家
庭
の
日
〃
と
同
様

に
、
私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
こ
の

運
動
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
運
動
を

盛
り
上
げ
ま
し
よ
う
。

」
宮
崎
県
の
美
し
い
郷
土
づ
く
り
運
動

ば
、
い
ま
か
ら
二
十
年
前
の
昭
和
三
十

四
年
に
全
県
下
で
実
施
さ
れ
た
［
、
尊
い

っ
ぽ
い
運
動
」
に
始
ま
り
ま
す
．
．
そ
の

後
、
昭
和
三
十
八
年
に
【
．
美
し
い
郷
土

　
　
．
　
　
ー
ク
ト
’
　
．
．
〃
　
　
　
r
．
　
　
　
　
　
匹
　
r
」
．
．
．
　
，
　
　
　
ピ
　
　
一
－
言
　
　
　
　
　
．
’
　
　
ド

　
昨
年
十
一
月
に
開

催
さ
れ
た
「
宮
崎
県

。
美
し
い
郷
土
づ
く

り
運
動
」
推
進
協
議

会
（
岩
切
章
太
郎
会

長
）
で
、
こ
と
し
か

ら
毎
月
第
一
日
曜
日

を
〃
道
路
愛
護
デ

ー
〃
と
す
る
こ
と
が

決
め
ら
れ
三
か
月
が

過
ぎ
ま
し
た
．
．

　
こ
れ
は
、
こ
と
し

開
催
き
れ
る
宮
崎
国

　
道
路
の
美
化
を
さ

づ
く
り
運
動
」
推
進
協
議
会
が
発
足
し

て
か
ら
、
人
と
自
然
の
調
和
を
基
本
に

し
た
運
動
も
十
六
年
が
過
ぎ
ま
し
た
．

　
こ
の
間
、
道
路
を
美
し
く
し
ょ
う
と

い
う
意
識
は
年
ご
と
に
高
ま
り
、
広
く

県
民
の
運
動
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
り

ま
す
．
、
ま
た
、
第
三
十
四
回
［
，
日
本
の

ふ
る
き
と
宮
崎
国
体
」
の
開
催
を
契
機

に
、
心
の
ふ
れ
あ
う
明
る
く
、
住
み
よ

い
郷
土
を
築
く
こ
と
を
願
一
・
て
、
す
で

に
私
た
ち
の
町
で
も
、
各
種
の
団
体
や

大
王
谷
団
地

住
宅
購
入
者
を
募
集

グ
ル
ー
プ
、
市
の
職
員
な
ど
に
よ
る
臼

発
的
な
奉
仕
活
動
も
、
各
地
域
で
見
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
．
．

　
こ
ん
こ
も
国
体
開
催
冷
二
つ
の
契
機

に
〃
捨
て
る
な
〃
と
い
う
呼
び
か
け
か

ら
一
歩
進
ん
で
〃
拾
い
ま
し
ょ
う
”
と

い
う
市
民
総
ぐ
る
み
の
自
発
的
な
華
仕

活
動
で
、
道
路
の
美
化
清
掃
に
ま
で
関

心
を
高
め
、
市
民
全
体
の
運
動
に
推
し

進
め
て
い
、
」
．
－
ま
し
さ
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
崎
県
佳
宅
供
給
公
社
は
、
住
宅
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
融
公
庫
、
住
宅
ロ
ー
ン
融
資
つ
㍉
、
二
の
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
譲
住
宅
（
大
王
谷
団
地
．
一
戸
）
購
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
構
造
　
木
造
ス
レ
ー
ト
葺
平
家
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
面
積
　
土
地
九
十
坪
、
建
物
二
十
三

　
ぢ

　
坪
（
四
D
K
）

∵
分
譲
予
定
価
格
．
．
千
百
六
十
九
万
円

［、

A
・
住
金
融
資
額
　
四
百
七
十
万
円
（
利

　
率
五
二
、
、
）
五
、
二
十
五
年
償
還
）

∵
自
己
負
担
金
－
六
百
九
十
九
万
円

∵
住
宅
引
渡
し
　
五
十
四
年
三
月
下
旬

▽
受
付
場
所
　
宮
崎
県
住
宅
供
給
公
社

　
（
霧
宮
崎
2
4
六
六
（
）
一
ナ
へ
た
は
肖
呂
崎

　
銀
行
日
向
支
店
（
憲
σ
二
一
二
こ

　
な
お
、
住
宅
ロ
ー
ン
、
厚
生
任
－
金
融

資
を
ご
希
望
の
か
た
は
受
付
場
所
へ

お
た
ず
ね
く
だ
き
い
。
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四
月
に
定
期
検
査

　
計
量
器
（
は
か
り
）
の
定
期
検
査
を

つ
ぎ
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。
期
間
中

に
受
検
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
宮
崎
市

に
あ
る
宮
崎
県
計
量
検
定
所
ま
で
行
か

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

で
　
　
　
　
　
　
へ
　
つ

た
き
㌧

▽
四
月
二
十
三
日
（
美
々
津
支
所
）

　　　　　農作業賃金など改定

　日向市農業委員会は、2月28日開かれた定例会で、

昭和55年度の農作業賃金等の基準額を下表のとおり改

定しました。

・
午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で

▽
四
月
二
十
四
日
（
細
島
支
所
）

。
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

▽
四
月
二
十
五
日
（
市
役
所
車
庫
）

・
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

▽
四
月
二
十
六
日
（
市
役
所
車
庫
）

・
午
前
九
時
か
ら
午
後
二
時
ま
で

　
な
お
、
検
査
は
都
合
の
よ
い
会
場
で

受
け
て
く
だ
さ
い
。
当
日
は
検
査
料
も

お
忘
れ
な
く
。

和
裁
を
し
ま
せ
ん
か

　
日
向
地
区
職
業
訓
練
会
の
高
等
職
業

訓
練
校
は
和
裁
科
の
生
徒
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

▽
訓
練
期
間
h
二
年
間

▽
入
学
式
1
，
四
月
十
二
日
（
木
）

昭和54年度　農作業賃金等基準額

作　　業　　名 基準額 内　　　　　容
2，800円 2食付

田　　　　　植 3300 匡

ス　キ　返　し 　一T，300
耕うん機持参10a当たり　　　　　　　．　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一

荒　起　こ　し 3，700 〃　　　　　　　　　　　　　〃

植　　　　　代 4，400 〃　　　　　　　　　　　　〃

荒起こしから植
繧ﾜで

7，700 〃　　　　　　　　　　　　　”

田　　植　　機 4，400 田植機　　　　〃

刈　り　取　り 2，800 2食付

バイ　ンダー 5，300 ひも代を含む　〃

コ　ンバイ　ン 13，500

造　林　下　刈 3，700

3，300 男子
椎　茸　と　り 3，100 女子

モ　ミ　脱　穀
300 60如　1俵

ト　ラ　ク　タ　一 耕うん機持参と同じ

▽
訓
練
日
・
昼
間
部
（
毎
週
水
曜
日
と

　
金
曜
日
、
午
前
九
時
～
午
後
三
時
）

　
夜
間
部
（
毎
週
水
曜
日
と
金
曜
日
、

　
午
後
六
時
～
九
時
）

▽
入
学
金
u
三
千
円

▽
月
謝
－
昼
間
部
が
三
千
円
、
夜
間
部

　
が
二
千
円

　
入
校
ご
希
望
の
か
た
は
、
申
し
込
み

書
（
訓
練
校
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
な

事
項
を
記
入
し
て
、
四
月
五
日
ま
で
に

高
等
職
業
訓
練
校
（
財
光
寺
下
ケ
浜
、

一
一
九
一
番
地
謡
④
七
三
五
（
）
）
へ
提

出
し
て
く
ゼ
さ
い
。

奥
さ
ん
ち
ょ
っ
と

　
奥
さ
ん
、
ご
存
じ
で
す
か
？
　
ご
家

庭
で
じ
ょ
う
ず
に
電
気
を
使
う
に
は
、

ち
ょ
っ
と
し
た
電
気
の
知
識
が
ひ
じ
ょ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

う
に
役
に
た
ち
ま
す
。
九
州
電
力
で
は

楽
し
み
な
が
ら
電
気
に
強
く
な
る
〃
婦

人
電
気
教
室
〃
を
開
講
し
て
い
ま
げ
。

　
講
座
（
毎
月
一
回
二
時
間
程
度
）
め

内
容
は
、
発
電
の
し
く
み
、
電
気
料
金

の
は
な
し
、
趣
味
の
実
習
（
七
宝
焼
）
、

施
設
見
学
（
火
力
発
電
所
ほ
か
）
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。
会
費
は
無
料
で
す

の
で
、
受
講
ご
荒
玉
の
か
た
は
、
日
向

営
業
所
（
鶴
②
］
二
八
一
）
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
八
九
州
電
力
日
向
営
業
所
V

講
習
生
を
募
集

　
日
向
地
区
職
業
訓
練
校
は
、
四
月
開

講
の
二
級
建
築
士
課
程
の
講
習
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
．
．

▼
資
格
巨
建
築
大
工
の
か
た

▽
訓
練
期
間
1
1
一
か
年

▽
訓
練
日
h
毎
週
木
曜
の
夜
（
午
三
六

　
時
か
ら
九
時
ま
で
）

▽
受
講
料
一
月
額
三
千
円

　
入
校
希
望
の
か
た
は
、
三
月
三
十
一

日
ま
で
に
日
向
高
等
職
業
訓
練
校
（
財

光
寺
下
ケ
浜
、
舞
④
七
三
五
こ
）
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
も
コ
ー
ラ
ス
を

　
歌
の
大
好
き
な
奥
さ
ん
た
ち
で
結
成

し
て
い
る
「
ひ
む
か
い
コ
ー
ラ
ス
」
が

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
練
習
は
、

毎
週
火
曜
日
の
午
前
十
時
か
ら
十
一
時

三
十
分
ま
で
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で

行
わ
れ
ま
す
翫
希
望
き
れ
る
か
た
は
、

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
（
麓
⑨
二
一

一
一
内
線
七
一
六
）
ま
で
。

酷
鑑
…
轟
…
…
…
…
騰
…
…
…
響

　
　
　
　
日
向
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
つ
ぎ
の
か
た
が
た
か
ら
社
会
福
祉
事

業
寄
付
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
．
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
．
．
（
敬
称
略
）

▽
炭
倉
今
朝
松
（
奥
野
）
▽
安
藤
ミ
チ

子
（
石
並
）
▽
松
木
実
（
広
見
）
▽
藤

宗
武
仁
子
（
曽
根
）
▽
江
藤
慶
吉
（
松

原
）
▽
黒
木
三
皇
（
二
手
向
V
▽
治
田

シ
ゲ
（
十
二
市
）
▽
福
森
真
沙
美
（
本

町
）
▽
鈴
木
ト
シ
子
（
切
島
山
こ

▽
井
上
志
津
子
（
三
浦
）
▽
黒
木
幸
男

（
秋
留
）
▽
長
曽
我
部
正
利
（
西
川
内
）

▽
黒
木
年
行
（
田
ノ
原
）
▽
湯
地
シ
ズ

子
（
原
町
）
▽
児
玉
登
美
男
（
本
谷
〉

▽
鉄
井
重
理
（
上
町
）
▽
石
崎
要
一
（
亀

崎
中
）
▽
観
音
寺
（
細
島
）
▽
幸
福
寺

（
本
宮
）
▽
山
村
幸
雄
（
西
草
場
）

∵
長
友
富
士
雄
（
永
江
）
▽
匿
名
希
望

（
二
入
）
　
　
以
上
二
月
分
で
し
た
．
一

＝

「
匪

冒

　
　
　
昌
四
月
中
暫

　
4
月
1
日

・
二
木
医
院
（
饗
④
四
四
六
八
）

・
吉
森
医
院
（
翁
②
四
〇
四
六
）

・
協
和
病
院
（
釜
④
二
八
〇
六
）

　
4
月
8
日

・
鮫
島
整
医
院
（
寒
②
八
一
九
一
）

・
永
田
医
院
（
難
②
三
三
八
八
）

・
田
中
医
院
（
難
②
二
五
一
五
）

　
4
月
1
5
日

・
渡
辺
病
院
（
留
⑦
一
〇
＝
）

・
白
石
病
院
（
麓
門
川
③
一
三
六
五
）

・
黒
木
医
院
（
留
②
六
〇
五
五
）

・
長
田
医
院
　
（
竃
幽
幽
」
二
六
六
）

　
4
月
2
2
日

・
篠
原
医
院
（
衝
門
川
③
一
〇
五
九
）

・
山
中
医
院
（
⑯
②
二
二
六
六
）

・
三
元
医
院
（
麗
②
五
四
八
八
）

　
4
月
2
9
日
〔
天
皇
誕
生
日
〕

・
松
岡
医
院
（
璽
②
五
四
〇
七
）

・
沼
田
医
院
（
憲
②
三
七
八
五
）

・
三
ケ
尻
医
院
（
麓
②
五
五
五
七
）

　
4
月
3
0
日

。
浦
上
医
院
（
麓
②
二
九
三
六
）

・
山
口
医
院
（
麓
②
二
二
〇
三
）

・
鮫
島
病
院
（
麓
④
四
〇
四
三
）

●
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